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本日のテーマ（2017-2018年版）

オープンサイエンスを支える
研究データ管理とデジタルスカラーシップ
コモンズの海外事例から
大学図書館の研究支援を考える



本日のテーマ（2019年版）

オープンサイエンスを支える
研究データ管理の日本の動向と
デジタルスカラーシップコモンズの海外事
例から大学図書館の研究支援を考える













1. 日本の研究者の現状





Nature Index 2019 Japan

https://www.natureindex.com/supplements/nature-index-2019-japan/index

Nature Indexに収録される高品質論文に占める日本の論文
2012年1月→ 2018年10月：19.9%減少

Nature Indexに収録されるジャーナルの国際共著論文の比率
2014年：46% →2018年：56%



国別研究開発費の推移（2001-2010）

経済産業省産業技術環境局技術調査室. 我が国の産業技術に関する研究開発活動の動向：主要指標と調査データ. 第13版. 
2013, p. 4. http://www.meti.go.jp/policy/economy/gijutsu_kakushin/tech_research/aohon/a13_250906.pdf



研究時間の不足と人的支援のニーズ

NISTEP定点調査のインフォグラフィクス. 2015.
http://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-NR166-Infographics.pdf

理想の研究時間割合：46.9％

現実の研究時間割合：35.0％
人的支援



梶田 私が日本の弱点だと思うのは「ムダを省く」という掛け声が
大きすぎるということです。教員もただただ忙しそうに働き続けな
ければならず、研究者が考えを深める時間がないような社会になっ
ている気がしますね。運営費交付金を削って、その分、うまく効率
化して研究を進めるという名目で働かされ続けているわけです。

こうした環境では本当に重要な研究ができません。そうした負の
スパイラルから抜け出して、余裕を持って研究するという学術社会
をつくっていかなければ、日本のサイエンスはダメになる一方だと
思います。

http://techon.nikkeibp.co.jp/atcl/column/15/032700107/060900010/?ST=SP



ニッポンの革新力
日本の科学技術 「競争力低下」８割
若手研究者調査

研究開発で先行する米国やそれ
を激しく追い上げる中国の存在感
が高まるなか、アンケートでは若
手研究者の強い危機感が明らかに
なった。日本の科学技術の競争力
について、「低下したと思う」
（38.3％）と「どちらかという
と低下したと思う」（39.7％）
を合わせると約８割が地盤沈下が
進んでいるとの認識を示した。

2018-05-05 https://www.nikkei.com/article/DGXMZO30138080V00C18A5EA2000/



科学技術政策
研究力の回復で経済成長を
科学技術は、新たな価値やビジネス、市場を生みだす

源となる。経済成長のエンジンだ。
日本は長く「科学技術立国」をうたってきた。近年は

国際的な地位の低下が目立つ。日本の研究力をどう回復
し、成長につなげるか。（略）

基礎研究は、将来どう発展するのかを見極めにくい。
日本人ノーベル賞受賞者の多くが「自分の研究が何の役
に立つのか、最初はわからなかった」と語る。地味で息
の長い基礎研究の価値を評価し、取り組みを支えるべき
だ。

日本では、基礎研究という「種」から、商品や新薬な
どの「花」を咲かせるまでのリレーがうまくいっていな
い。

2019-07-07 https://www.yomiuri.co.jp/editorial/20190707-OYT1T50169/



Nature Index 2019（機関規模調整）

https://www.nature.com/articles/d41586-019-01919-8

沖縄科学技術大学院大学が世界10位（日本でトップ）
小規模であっても質の高い論文の比率が高いことが評価される



日本の研究者の現状
グローバルな研究評価
論文生産性や競争力の低下
研究開発費や研究時間の低下
雇用の問題

– 人的支援のニーズ

科学技術による経済成長への期待
小規模機関評価の動き



2. オープンサイエンスの目的地



オープンサイエンス（狭義）
出版物のオープンアクセス（OA）と
研究データ公開



Open Science Monitor (EC)
研究データ公開（共有）

– 研究データリポジトリ，雑誌・助成機関のポ
リシー，研究者の態度

出版物のOA
– プレプリント，雑誌・助成機関のポリシー ，

研究者の態度
オープンな学術コミュニケーション

– オルトメトリクスプラットフォームの使用，
オープン査読，訂正と撤回

https://ec.europa.eu/research/openscience



オープンサイエンス（広義）
科学研究活動とその成果に，誰もが自由に
アクセスして使えること

– 科学研究活動とその成果
研究データ（データ，コード，ラボノート）
出版物 （論文，書籍，プレプリント）
査読
評価（引用情報）
教育

– 誰もが
研究者，市民，企業，政府，…



研究データの共有と効率化

ヒトゲノムプロジェクト アトラス実験（ヒッグス粒子の発見）

GEOSS（全球地球観測システム） ヴァーチャル天文台







長期保存の重要性

Vines, T H; et al. The availability of research data declines rapidly with article age. 
Current Biology. 19 December 2013, http://doi.org/10.1016/j.cub.2013.11.014

20年で8割のデータに
アクセスできなくなる

（n=516）





研究の透明性・再現性の向上

Wadman, M. 医学生物学論文の70%以上が、再現できない! 
三枝小夜子訳. Natureダイジェスト. 2013, 10(11), p. 28-29.

Policy: NIH Plans to enhance reproducibility.
Nature. 2014. Vol. 505, Issue 7485.



安全なデータ共有方法の開発

Maxmen, Amy. AI researchers embrace Bitcoin 
technology to share medical data. Nature. 2018, 
vol. 555, p. 293-294. doi: 10.1038/d41586-018-02641-7

Bertagnolli, Monica M. et al. Advantages of a Truly 
Open-Access Data-Sharing Model. NEJM. 2017, 
vol. 376, p. 1178-1181. doi: 10.1056/NEJMsb1702054



日本の研究不正問題

doi:10.1126/science.aav1079



研究不正の問題

https://retractionwatch.com/the-retraction-watch-leaderboard/













異分野データの統合と新たな知見

http://www.diasjp.net





Galaxy Zoo（2007-）
銀河画像の分類に市民が参加

– Sloan Digital Sky Surveyの画像



Galaxy Zoo（2007-）
銀河画像の分類

– 開始後24時間以内に7万画像を分類
– 1年目：5000万以上の画像を15万人で分類
– 新タイプの銀河（Green Peas galaxy）を発

見
– 論文を発表





企業によるイノベーションの創出

NASAのLandsat衛生画像→Google Earth
USGS（米国地質調査所）+Google

→Google Earth Engine（環境変動分析ツール）
1984-2016年の画像（900TB）を動画化

https://earthengine.google.com



2016年8月8日
http://www3.nhk.or.jp/news/web_tokushu/2016_0808.html

人工知能



市民によるOA論文の利用
PubMed Central（現PMC）のOA論文

– ユニークユーザ数（42万／日）
– うち市民（40%），大学（25%），企業（17%）

Policy guidelines for the development and promotion of open access. UNESCO. 2012, 76p.



市民によるデータ活用の可能性

http://goo.gl/ioBVY2NCBI GEO DataSets







オープンサイエンスの目的地
研究の効率化
研究コストの削減
研究成果の長期保存
研究不正の低減
データサイエンスの進展
異分野データの統合による新たな知見
市民科学の推進と課題解決
イノベーションの創出
エビデンスに基づく政策決定



3. オープンサイエンスの現在地



研究データ公開の義務化・要求

政府

大学助成機関

学術雑誌

学会

EC





各国のオープンサイエンス政策

国 論文 研究データ 国としての方針

米国 ◯ ◯ ◯

英国 ◯ ◯ ◯

欧州委員会 ◯ ◯ ◯

インド ◯ ◯ ◯

メキシコ ◯ ◯

チリ ◯ ◯ ◯

日本 ◯

林和弘. 世界のオープンアクセス、オープンサイエンス政策の動向と図書館の役割.
カレントアウェアネス. 2015,  324, p. 16. より抜粋

OECD調査による国別のオープンサイエンス政策の有無（2014.10）



研究データ公開の義務化・要求
義務化

– 助成金申請時にデータ管理計画（DMP: Data 
Management Plan）を提出

DMPの主な内容
– データの詳細（種類，形式，量，メタデータ）
– 倫理と知的財産権
– アクセスと共有，再利用（公開方法）
– 短期保存とデータ管理
– 長期保存
– 必要なリソース

Jones, S. How to Develop a Data Management and Sharing Plan.
Digital Curation Centre. 2011.

図書館員



研究データ公開の主要な政策（日本）

2015.3 『我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方について〜
サイエンスの新たな飛躍の時代の幕開け〜』（内閣府）

2015.4 『わが国におけるデータシェアリングのあり方に関する提言』
（科学技術振興機構）

2016.1 『第5期科学技術基本計画（2016.4-2021.3）』（内閣府）

2016.2 『戦略的創造研究推進事業におけるデータマネジメント実施方
針』（科学技術振興機構）

2016.2 『学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）』（文
部科学省）

2016.7 『オープンイノベーションに資するオープンサイエンスのあり
方に関する提言』（日本学術会議）

2017.4 『オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関する
JSTの基本方針』（科学技術振興機構）



オープンサイエンス方針（JST, 2017）

『オープンサイエンス促進に向けた研究
成果の取扱いに関するJSTの基本方針』
– 全ての研究プロジェクトに対して研究開始ま
でにDMPの提出を求める

–研究データの公開を推奨

https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/index.html



DMP提出の義務化（AMED, 2018）

『データマネジメントプランの提出の義
務化について』
– 原則として全ての事業において DMPの提出
を義務化

– 2018年5月1日以降にAMEDが新規公募する
事業に適用

https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html



学術雑誌のデータ公開ポリシー：2014



学術雑誌のデータ公開ポリシー：2019





Springer Natureデータポリシー

https://www.springernature.com/de/authors/research-data-policy/data-policy-types/12327096



国際医学雑誌編集者会議（ICMJE）

 2018年7月〜臨床試験結果の論文：データ共有ステートメントが必要
 2019年1月〜臨床試験の登録：データ共有計画が必要

http://www.icmje.org/news-and-editorials/data_sharing_june_2017.pdf





オープンサイエンス基盤研究センター

https://rcos.nii.ac.jp

GakuNin RDM





データの業績化・評価

NSF（米国国立科学財団）
2013年1月から業績としてデータが記載可能に
“Publication” → “Products”

“GPG Summary of Changes”. NSF 13-1 January 2013

Hahnel, M. The reuse factor. Nature. 
502(7471), p.298. doi:10.1038/502298a

Lin, J. Making data count. PLoS Blogs.
Oct 7, 2014, http://goo.gl/JBOkjB



オープンサイエンスの目的地と現在地

目的地
– 世界中の研究者，市民，企業，政府がデータを活

用することによる課題解決や経済的効果
– データを人類の知的・文化的な情報資源・遺産と

して保存する

現在地
– 政府機関・学術出版社による義務化
– インフラの整備
– 国際組織による取り組み

→大学図書館は何をすればよいのか？



4. 研究データ管理（RDM）



（ややこしい）キーワード
研究データ管理（RDM）

– Research Data Management

データ管理計画（DMP）
– Data Management Plan
– 助成機関などが義務化＝研究費申請時に必須
– RDMに含まれる



研究データ管理（RDM）の目的

1. 研究データの公開
科学研究活動の成果に，誰もが自由にアクセスして
使えるようにする

2. 研究データの長期保存
公開しないデータも含めて科学研究の根拠となる
データを保存して，長期にわたって再利用や検証を
可能にする







研究データ管理（RDM）の目的
FAIRデータ流通・保存のためのプロセス

– 発見可能・アクセス可能・相互運用可能・再利
用可能な状態で流通・保存する

大学・研究図書館によるサービス
– Research Data Management（RDM）
– Research Data Service（RDS）
– Data Curation
– Digital Curation



http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/

全７章



「オープンサイエンス時代の研究データ管理」

https://www.nii.ac.jp/service/jmooc/rdm/







研究データ管理の構成要素
1) 大学の研究データ政策
① 研究データ管理方針と計画の策定
② ビジネスプランと永続性

2) 研究データのライフサイクルとその管理
③ データ管理計画（DMP）の作成
④ アクティブデータの管理
⑤ データの選択と引き渡し
⑥ データリポジトリ
⑦ データ目録：メタデータと識別子

3) ガイダンスとサポート
⑧ ガイダンス・研修・サポート

Jones, S., et al. How to Develop Research Data Management Services - a guide for HEIs. Digital Curation Centre. 
2013, p. 5. http://www.dcc.ac.uk/resources/how-guides/how-develop-rdm-services



FAIRデータとするために
1. 標準的なメタデータの付与

2. 永続的な識別子（PID）
– DOI（Digital Object Identifier）

発見可能・アクセス可能・相互運用可能・再利用可能

→引用・評価にも繋がる



1. 研究データのメタデータ
JPCOARスキーマ

– 研究データ対応
– DataCiteスキーマの利用（相互運用性）

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/?page_id=69





DIASメタデータ入力キャンプ

絹谷弘子, et al. DIASメタデータ入力キャンプへようこそ. DIAS. 2017.
http://www.diasjp.net/wp/wp-content/uploads/2017/03/20170228_DIAS_MetadataWorkshop01.pdf

相互運用性

JAMSTECデータカタログ
極地研北極域データアーカイブ
JaLTERデータ目録などと同時検索









DMPの記述内容

データマネジメントプラン（DMP）—FAIR原則の実現に向けた新たな展開.
情報の科学と技術. 2018, 68(12), 613-615. https://doi.org/10.18919/jkg.68.12_613



DMPの記述内容
データ名称
データの説明
管理者・担当者
分類

想定利活用用途
利活用・提供方針
リポジトリ／データベース
データフォーマット

データマネジメントプラン（DMP）—FAIR原則の実現に向けた新たな展開.
情報の科学と技術. 2018, 68(12), 613-615. https://doi.org/10.18919/jkg.68.12_613

日本版DMPツール？



GakuNin RDM（開発中）

https://rdm.nii.ac.jp



外部リポジトリ

https://figshare.com https://zenodo.org https://datadryad.org

https://www.re3data.org

リポジトリのディレクトリ（検索可）



RDMの役割分担（仮）

研究データ管理（RDM）の目的地と現在地（連載：オープンサイエンスのいま）.
情報の科学と技術. 2019, 69(3), p. 125-127. https://doi.org/10.18919/jkg.69.3_125



図書館の研究データ管理（RDM）
FAIRデータの流通・保存のためのプロセス
図書館の強みを活かした支援

– メタデータ・識別子の付与
– データ管理方針策定への参加
– DMP作成支援
– リポジトリの提供・紹介

助成機関や学術雑誌によるデータ公開要求へ
の対応
– 直接的な研究支援
– 資金獲得や論文生産性の向上につながる



5. デジタルスカラーシップコモンズ



Digital Scholarship Commons
Digital Humanities＋STEM

Digital Scholarship
“use of digital evidence and method, 
digital authoring, digital publishing, 
digital curation and preservation, and 
digital use and reuse of scholarship”
（Abby Smith Rumsey）

ARL. SPEC Kit 350: Supporting Digital Scholarship. 2016, p. 2.





http://er.educause.edu/articles/2014/6/trends-in-digital-scholarship-centers



http://er.educause.edu/articles/2014/6/trends-in-digital-scholarship-centers



http://er.educause.edu/articles/2014/6/trends-in-digital-scholarship-centers







Digital Scholarship Services
専門領域：

– 研究データ管理
– データの獲得と分析
– 地理情報システム
– デジタルキュレーションと管理
– メタデータ，語彙，Linked Data
– デジタルコレクションの作成と利用

マルチメディア技術

オープンサイエンス・研究データ管理



Digital Scholarship Services
コンサルテーション

– 新たなプロジェクト
– 研究や教育のためのツールや方法

コーディネーション
– 学外連携の支援

トレーニング
– 連携教員や博士課程の院生によるワークショップ

管理
– 長期保存・アクセスに関するガイダンス，支援

http://www.library.pitt.edu/digital-scholarship-services





図書館学の五原則
1. Books are for use.
2. Every reader his [or her] book.
3. Every book its reader.
4. Save the time of the reader.
5. The library is a growing organism.

Ranganathan, 1931



6．研究支援サービスの検討



図書館の強みを活かした支援の可能性

1. ターゲットとニーズの特定

2. 資源の活用
– 機関リポジトリ・ラーニングコモンズ・人材

3. データリテラシー教育

4. データのアウトリーチ

5. 人材育成



1. ターゲットとニーズの特定



日本の状況
助成機関によるデータ公開・管理要求

– JST「オープンサイエンス方針」（2017）
– AMED，NEDO「データマネジメントプラン」

（2018）

学術雑誌によるデータ公開要求
– 増加傾向（Springer Nature社など）

研究不正対策としてのデータ保存要求
– 日本学術会議「科学研究における健全性の向上に

ついて」（2015）



調査の概要
 方法：NISTEP Webアンケート
 期間：2016年11月30日〜12月14日
 対象：科学技術専門家NW（大学・企業・公的機関1,983名）
 回答：1,406名（70.9%）

– うち，現在研究を行っている1,398名（70.5%）の回答を分析

 報告書：
– 池内有為, 林和弘, 赤池伸一. 研究データ公開と論文のオープン

アクセスに関する実態調査. 文部科学省科学技術・学術政策研究
所, 2017, NISTEP RESEARCH MATERIAL No.268, 108p. 
https://doi.org/10.15108/rm268

– 池内有為, 林和弘. 研究データ公開と論文のオープンアクセスに
関する実態調査—オープンサイエンスの課題と展望—. STI 
Horizon. 2017, vol. 3, no. 4, p. 27-32. 
https://doi.org/10.15108/stih.00106



データと論文の公開経験（n=1,398）

http://doi.org/10.15108/rm268



国外調査との比較

http://doi.org/10.15108/rm268





分野別の公開状況（n=1,395）

http://doi.org/10.15108/rm268





非公開理由（複数回答, n=683）

理由 比率

雑誌のポリシーではないから 26.4%

時間が必要だから 25.9%

所属機関にポリシーがないから 22.4%

ニーズがないと思うから 22.1%

業績にならないから 21.7%

http://doi.org/10.15108/rm268







ターゲットの特定
聞き取り

– DRF『研究データから研究プロセスを知る』
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?onlineworkshop2015

分野／研究者別のニーズを把握する

対象 公開 保存 情報提供 ガイダンス

A ● ● ● ●
B ● ●
C ● ● ●

対象別サービスのニーズ（例）



2. 資源の活用





機関リポジトリと管理経験

https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/





ラーニングコモンズの活用
設置状況

– 設置大学数 512／783大学
– 設置館数 680館

運営体制
– 職員（図書館） 2,153人
– 職員（図書館以外） 576人
– 教員 604人
– 学生スタッフ 1,844人

“アクティブ・ラーニング・スペース”. 学術情報基盤実態調査. 平成29年度. 
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00400601&tstat=000001015878





“オープンサイエンスコモンズ”
デジタル研究支援

– 機関リポジトリ
研究データ・出版物の受付，登録支援

– デジタル機器の提供
– データ分析支援

人材・連携
– データライブラリアン
– レファレンスライブラリアン
– 支援スタッフ（URA，ポスドク，大学院生）



“オープンサイエンスコモンズ”
図書館の再定義

– “研究のことは図書館へ”
– “デジタル＝図書館（コモンズ）”
– 研究の“場としての図書館”

利用者の利点
– ワンストップサービス
– 効率的な研究・学習

図書館の利点
– 機関リポジトリのコンテンツ収集



3. データリテラシー教育





データを整備・公開する上で
より詳しく知りたい項目（n=1,396）

http://doi.org/10.15108/rm268







データ検索ツールの登場
DataCite Search

Elsevier DataSearch（ベータ版）

Google Dataset Search（ベータ版）

検索されるデータ構造で公開

研究データの検索ツール（連載：オープンサイエンスのいま）. 
情報の科学と技術. 2019, 69(6), p. 256-258. https://doi.org/10.18919/jkg.69.6_256



研究情報検索ツールの開発
CiNii Research

PID Graph
– 機関・著者・出版物・データセット・ソフトウェ

アを検索
Baars, Chris, & De Jong, Maaike. (2019, January). 

NARCIS & FREYA Can PIDs contribute to research 
in context?. Zenodo. 
http://doi.org/10.5281/zenodo.2552138
宮入暢子 (2019): 異種データの横断検索・分析ツール

が切り拓く可能性. figshare. Presentation. 
https://doi.org/10.6084/m9.figshare.8787272.v1



4. データのアウトリーチ





日本古典籍データセット
歴史的典籍のオープンデータ化

– 国立情報学研究所＋国文学研究資料館
– 古典籍700点の画像158,455コマを公開

（2016年11月）
– CC BY-SAライセンス（著作権者を表示／改

変・加工した作品にもライセンスを継承）





『万宝料理秘密箱』（1785）
原本

– くずし字
– 冷やし卵羊羹の料理手順

http://www.nii.ac.jp/userimg/press_20161124.pdf



くずし字学習支援アプリKuLA

https://itunes.apple.com/jp/app/kuzushi-zi-xue-xi-zhi-yuanapurikula/id1076911000?mt=8



『万宝料理秘密箱』（1785）
翻刻（電子テキスト化）

http://www.nii.ac.jp/userimg/press_20161124.pdf



cookpadに掲載

https://cookpad.com/recipe/4153357



『万宝料理秘密箱』＝FAIRデータ
 発見可能

– cookpad／新聞・ニュース記事／SNS／サーチエンジン

 アクセス可能
– 無料／登録不要

 相互運用可能
– IIIF（International Image Interoperability 

Framework）

 再利用可能
– レシピ化／現代語訳／CC BY-SAライセンスの明示



5. 人材育成



スキルの種類・レベルと分担
主要なスキル

– データの整備，公開，保存，・・・
レベル

– 1：永続識別子の付与
– 2：フォーマット変換
– 3：データクリーニング

分担
– 図書館員，URA，IT部署
– 研究者

Lafferty-Hess, Sophia et al. Conceptualizing Data Curation Activities Within Two Academic 
Libraries. LIS Scholarship Archive Preprints, 2018, 12p. https://doi.org/10.17605/OSF.IO/ZJ5PQ



図書館学の五原則
1. Books are for use.
2. Every reader his [or her] book.
3. Every book its reader.
4. Save the time of the reader.
5. The library is a growing organism.

Ranganathan, 1931




